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令和元年度（通算第 57回）「大学教務部課長相当者研修会」の開催 

並びに適任者のご派遣方お願いについて 

 

 本協会は、大学教育・学術研究に果たす大学教務の役割の重要性に鑑み、昭和 38年度以

来、「大学教務研究委員会」を常設して、大学教務の在り方をはじめ、学士課程教育の充実

と大学設置基準等の改正、大学院の充実と学術研究体制の整備、入学者選抜方法の改善、

開放制教員養成制度の堅持と充実等の諸問題について研究するほか、毎年度「大学教務部

課長相当者研修会」を開催して、担当者の資質向上に資して参りましたことはご高承の通

りと存じ上げます。 

 さて、本年度の当研修会の実施につきましては、本協会事業計画に基づき、大学教務研

究委員会において諸準備を進めて参りました結果、来る 9 月 24 日（火）から 26 日（木）

までの 3日間にわたり、神戸市「神戸ポートピアホテル」会議室において、同封別紙の「開

催要項」のとおり開催することとなりましたのでご案内申し上げます。 

今回の研修会では、大学教育に対する社会からの期待が大きく寄せられるなかで、学士

課程教育の質保証に向けた教学マネジメントの在り方について、改めて私立大学の視点か

ら捉え直す必要があるとの認識に立ち、メインテーマを「私立大学の視点で考える教育改

革（第 4 回）～教育目標を実現する教学マネジメント」として、教学マネジメント、アセ

スメントポリシー、学修成果の可視化、大学入試改革等の諸課題について共同討議・相互

研修を行うことと致しました。 

つきましては、これらの研修課題の重要性をご斟酌賜り、尊台をはじめ貴学の教務部課

の適任者のほか、特に教員の方々にも多数ご参加いただけますようお取り計らいを賜りた

く、何卒よろしくお願い申し上げます。 

なお、貴大学からの参加申し込み等（参加・欠席・資料希望を含む）につきましては、

研修会参加費のお振り込み終了後、本協会ホームページ（https://www.shidaikyo.or.jp/）

の「加盟大学専用サイト」より、来る 8 月 9 日（金）までにお申し込みくださいますよう

重ねてお願い申し上げます。 

以 上 

○写  
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令和元年度（通算第 57回）大学教務部課長相当者研修会開催要項 

 

主催 一般財団法人 私学研修福祉会 

協力 日 本 私 立 大 学 協 会 

 

１．研修会開催の趣旨 

  大学の教育・学術研究の充実に関する共通の基本問題について、教務部（課）長および相当者による共

同研修を行い、大学教務業務の改善を図るとともに、教務部（課）長および相当者の資質向上につとめ、

もって大学教育および学術研究の充実発展に寄与することを目的と致します。 

 

２．参 加 者 

 （１）資  格 ① 各大学の教務部（課）長および相当者 

② 理事長・理事・学長・事務局長 

 （２）参加者数 1大学 3名以内とします（厳守）。ただし、当研修会準備運営委員会委員は含みません。 

（３）なお、今回の研修会は、「私立大学の視点で考える教育改革（第 4回）」がメインテーマとなりま

すので、教員の方々にも多数ご参加をいただけますようご高配のほどお願い申し上げます。 

 

３．開催日時 

  自 令和元年 9月 24日（火） 13時 00分 開会（受付開始 12時） 

  至 令和元年 9月 26日（木） 14時 25分 閉会 

 

４．研修会場 

（会 場）神戸市「神戸ポートピアホテル」会議室 （ＵＲＬ）https://www.portopia.co.jp/ 

（所在地）兵庫県神戸市中央区港島中町６丁目１０−１（〒650-0046） 

（ＴＥＬ）078‐302‐1111（代表）   （ＦＡＸ）078‐302‐6877 

                

              

（交 通） 

なお、シャトルバスの時間につきましては、ホテルＨＰをご確認ください。 
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５．研修日程・研修課題 

p.5「日程（予定）」をご参照ください。 

 

６．班別研修について 

（１）班別研修は、①総合系、②人文・家政系、③社会・福祉系、④理工系、⑤芸術系、⑥医療栄養・看

護系 、⑦医・歯・薬・獣医系の学問分野別の班編成とさせていただきます。ただし、班別希望人数

の関係で同系列の班を複数とする場合がございます。 

（２）なお、諸準備の関係から、お申し込み後、また、研修会当日の班の変更には応じられませんので、

あらかじめご了承ください。 

 

７．研修会参加費および諸費（旅費・宿泊費・食事代等）について 

（１）研修会参加費について 

参加者 1人当たりの「研修会参加費」は、次の通りとなりますので、下記〈振込先〉の銀行口座宛

にお振り込みください。 

（内訳） ① 研修会参加会費    10,000円 

         ② 情報交換会費（9月 24日）   9,000円 

         ③ 運営一部負担金    12,400円 

           合   計（研修会参加費）  31,400円 

（注） 情報交換会に不参加の場合は、合計金額から情報交換会費を差し引いた 

金額（22,400円）をお振り込みください。 

〈振込先〉 

 

 

 

 

〈お願い〉 

① 参加のお申込みは、研修会費のお振込み終了後にお願い致します。 

② 研修会参加費用納入（研修会資料代納入）の際には、「振込日」「振込金額」「振込名義人」等

をご入力ください。 

③ 振込手数料については、各大学にてご負担くださいますよう、お願い申し上げます。 

④ 領収書については、お振込みいただいた各金融機関の指定する「振込金受取書」等をもってか

えさせていただきます。 

⑤ 万一、研修会参加費納入後にご欠席の場合は、研修会開始 7日前（9月 17日（火））までに本

協会事務局まで電話にてご連絡いただければ、研修会参加費（振込額）の全額を返金致します。

9 月 18 日（水）以降に欠席のお申し出があった場合には、研修会参加費（振込額）を返金でき

銀行口座：三菱 UFJ銀行「神田支店」 普通預金 Ｎｏ．１１８６４６９ 

名 義 人：ｲｯﾊﾟﾝｻﾞｲﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝｼｶﾞｸｹﾝｼｭｳﾌｸｼｶｲ（ｼﾀﾞｲｷｮｳｶｲｸﾁ） 

       一般財団法人私学研修福祉会（私大協会口） 
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ませんので、あらかじめご了承ください。 

（２）宿泊のお申込みについて 

○ 研修会場「神戸ポートピアホテル」の宿泊室を本研修会参加者優先枠として手配しております。 

別紙「ご宿泊お申込みのご案内」をご確認の上、神戸ポートピアホテルの研修会専用ページ（イ

ンターネット）よりお申し込みください。     

（３）食事および食事代について 

○ 9月 24日の情報交換会時会食および 9月 25日、26日の昼食の費用につきましては、「研修会参

加費」の一部としてご納入いただきます。 

 （４）上記以外の諸費（旅費・宿泊費・食事代等）は、各自で直接お支払いいただくことになります。 

 

８．研修会の申し込み方法について 

（１）始めに研修会参加費をお振り込みいただきました後、本協会 HP（https//www.shidaikyo.or.jp/）

の「加盟大学専用サイト」より、お申し込みくださいますようお願い申し上げます。 

①「加盟大学専用サイト」へのログイン方法については p.8の「ログイン方法」をご確認ください。 

②申し込み方法の詳細については、「加盟大学専用サイト」から「大学教務部課長相当者研修会申

し込みの手順－令和元年度版－[PDF]」をダウンロードの上、ご参照ください。 

 （２）お申し込み事項のご入力の際は、研修会参加費の「振込日」「振込金額」「振込名義人」を必ずご入

力くださいますようお願い申し上げます。 

（３）貴大学から参加者がいない場合にも、「加盟大学専用サイト」の参加申し込みページより「欠席」

のご登録をいただけますようお願い申し上げます。 

 （４）締切期日 令和元年 8月 9日（金）まで。 

 

９．「研修会資料代（欠席の場合のみ）」について 

研修会を欠席して資料の送付を希望される場合は、１セット当たり 2,800円（送料含む）を p.2に記載

の銀行口座宛にお振込みいただいた後、「加盟大学専用サイト」からお申し込みください。研修会終了後、

お申し込みいただいた大学宛に送付いたします。 

（お願い） 

① 欠席の場合の研修会資料のお申し込みは、研修会資料代のお振込み終了後にお願い申し上げます。 

② お申込み事項のご入力の際は、研修会資料代の「振込日」「振込金額」「振込名義人」等を必ずご入力 

  ください。 

③ 振込手数料については、各大学にてご負担くださいますようお願い申し上げます。 

④ 領収書については、お振込みいただいた各金融機関の指定する「振込金受取書」等をもってかえさせ

ていただきます。 
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10．研修会の報告書作成について 

本研修会では、研修成果をさらに広めるため、研修会終了後、研修会報告書（本協会 HPの「加盟大学

専用サイト」にも掲載する予定）を刊行しておりますので、ご活用ください。 

 

11．個人情報の取り扱いについて 

本協会は、個人情報を適切な安全対策のもと管理し、漏洩などの防止に努めます。また、法令などに基

づき開示する場合を除き、ご本人の同意なく開示・提供は致しません。 

 本協会は、当該研修会に参加申し込みをいただいた「個人情報」を本年度の当研修会の運営および今後

の研修・研究活動に必要な範囲において利用させていただきます。 

 

 

 

～注意事項～ 

 

○ 全体研修・班別研修中の録音・録画・撮影は、原則禁止とさせていただきます。 

○ 研修会場内の空調管理は行いますが、各自、衣類等で調整できるようご準備ください。 

○ 本協会では、令和元年 5月 1日（水）から令和元年 10月 31日（木）までの期間、地球温暖化防止お

よび節電対策として、職員の夏季の軽装化を実施しています。 

その一環として、研修会等でも「ノーネクタイ、ノー上着」の軽装化等を実施致しますので、ご理解

くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

【問い合わせ先】 

日本私立大学協会「大学教務部課長相当者研修会」係 （担当）大嶽奈々・三浦千明 

（ＴＥＬ）03‐3261‐7049   （E-mail）kyoumu@shidaikyo.or.jp 

＊（問い合わせ時間） 月曜日～金曜日 9時～17時 
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令和元年度「大学教務部課長相当者研修会」日程（予定）                                         

主催 一般財団法人 私学研修福祉会 

協力 日 本 私 立 大 学 協 会                                         

 

メインテーマ：私立大学の視点で考える教育改革（第４回）～教育目標を実現する教学マネジメント 
 

【日 程】令和元年９月２４日（火）～２６日（木）―２泊３日― 

【会 場】神戸市「神戸ポートピアホテル」会議室 

【住 所】神戸市中央区港島中町６丁目１０－１ 

（電話）０７８－３０２－１１１１（代表）   ＦＡＸ：０７８－３０２－６８７７ 

 

第１日目 ９月２４日（火）                            

１２：００ 

～ 

１３：００ 

 

◎ 受   付 

１３：００ 

～ 

１３：３０ 

Ⅰ．開   会………日本私立大学協会常務理事・事務局長     小 出 秀 文          

 

日 本 私 立 大 学 協 会 会 長 

Ⅱ．挨   拶………                     福 井 直 敬 

          武蔵野音楽大学理事長・学長 

 

          日 本 私 立 大 学 協 会 副 会 長 

    〃  ………大学教務研究委員会担当理事    後 藤 泰 之 

  愛 知 工 業 大 学 理 事 長 ・ 学 長 

 

Ⅲ．ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ ………事 務 局 

１３：３０ 

 

～ 

 

１４：００ 

Ⅳ．研修・協議 

１．メインテーマの背景と設定の趣旨～研修目標説明を含む～（30分） 

    解説者：明 海 大 学 学 長    安 井 利 一 委員長 

 

⇒ 本年度研修会のメインテーマの設定の趣旨と、当委員会の研究活動を含めた本研修会の狙いにつ

いて解説する。 

 《 休憩 １５分 》 

１４：１５ 

 

～ 

 

１５：１５ 

２．私立大学を取り巻く諸情勢について（解説）（60分） 

    解説者：日本私立大学協会常務理事・事務局長    小 出 秀 文 

 

⇒ 令和２年度私学関係政府予算、税制改正要望のほか、中央教育審議会の審議をはじめとする高等

教育政策および私立大学政策の諸動向について解説する。 

 《 休憩 １５分 》 

１５：３０ 

 

～ 

 

１７：００ 

３．講演「高等教育のグランドデザインを考える（仮題）」（大学の未来像シリーズ）（90分） 

    講 師：国立教育政策研究所高等教育研究部副部長・総括研究官     濱 中 義 隆  氏 

 

 ⇒ 昨年11月のグランドデザイン答申では、society5.0や人生100年時代など、我が国が抱える課

題解決に向けて種々の改革提言がなされている。我が国における今後の高等教育、特に私立大学は

いかにあるべきか。国公私立大学の役割分担、地方創生、教育の質保証、ガバナンス改革などの幅

広い視点からご高説をご披露いただく。 

 《 休憩・会場移動 ３０分 》 

１７：３０ 

～ 

１９：００ 

◎ 情報交換会（立食形式） 
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第２日目 ９月２５日（水）                            

９：００ 

 

～ 

 

１０：００ 

４．メインテーマ「教育目標を実現する教学マネジメント」 

 

１）アセスメント・ポリシーに基づく学士課程教育の質保証～福山大学教育システム～（仮題）（60分） 

講師：福 山 大 学 学 務 部 担 当 副 学 長   大 塚   豊  氏 

           

⇒ アセスメント・ポリシーを踏まえた自己点検・評価の重要性が増している。アセスメント・ポリ

シーに基づく「大学レベル」、「学科レベル」、「学生レベル」の評価により、ディプロマ・ポリシー

で掲げる教育目標の実現を目指す「福山大学教育システム」の事例から、学士課程教育の質保証に

ついて考える。 

 《 休 憩 １５分 》 

１０：１５ 

 

～ 

 

１１：１５ 

２）eポートフォリオの活用による学修成果の可視化（仮題）（60分） 

講師：共愛学園前橋国際大学国際社会学部長  村 山 賢 哉 氏  

 

⇒ 学修成果に基づく教育の質保証が唱えられているなかで、学修のエビデンスを蓄積できる eポー

トフォリオの導入が進んでいる。グローカルリーダーの育成に向けて、eポートフォリオを活用し

た自己評価システムによる自律的学修者の育成とその学修成果の可視化の取組事例に学ぶ。 

 《 休 憩 １５分 》 

 

１１：３０ 

 

～ 

１２：３０ 

 

３）ディプロマ・サプリメントシステムを活用した卒業時の質保証（仮題）（60分） 

講師：大阪工業大学教育センター長  椋 平   淳 氏  

 

⇒ 学生に卒業までにどのような「力」を身につけさせるのか。各学部・学科のディプロマ・ポリシ

ーの達成に向け、在学中の学修成果をまとめた独自の「ディプロマ・サプリメント」による学修成

果の可視化の取組みについて学ぶ。 

 《 昼 食 ・休 憩 ５０分 》 

１３：２０ 

 

～ 

 

１４：２０ 

４）正課内外の学修成果の可視化を通した卒業時の質保証（仮題）（60分） 

講師：日本福祉大学学長補佐・AP 事業推進委員長  中 村 信 次 氏  

 

⇒ 大学教育の質的転換に向け、社会から教育の質保証に対する高い期待が寄せられている。「学修

到達レポート」を発行し、正課内外の様々な学修成果の蓄積と可視化等の有機的連関による、学

士課程教育の実質化の取組事例から卒業時の質保証を考える。 

 《 休憩 ・ 会場移動 ２０分 》 

１４：４０ 

 

 

～ 

 

１７：００ 

５．班別研修（１）～情報交換を含む～（140分） 

 

⇒ 学問分野の班編成により、メインテーマに関わる共通協議課題のほか、各大学における教育と学

術研究、大学教務に関連する重要課題等について協議・情報交換を行う。（１班約３０～４０名） 

 

［班 編 成］①総合系     ②人文・家政系     ③社会・福祉系     ④理工系 

⑤芸術系     ⑥医療栄養・看護系   ⑦医・歯・薬・獣医系 

 

［協議課題］①各班共通の協議課題について協議を行うとともに、②５つの希望別協議課題から、参加

者アンケートで希望の多いテーマを中心に協議を行う。 

 

＜各班共通協議課題＞教育目標を実現する教学マネジメント 

①教学マネジメント （学修目標の具体化､ｱｾｽﾒﾝﾄ･ﾎﾟﾘｼｰ､自己点検評価､学修成果の把握・可視化 等） 

  

＜希望別協議課題＞  

①教育課程の編成  （学士力の育成、ナンバリング、リカレント教育 等） 

②授業運営の工夫  （シラバス、少人数教育、アクティブ・ラーニング、ＩＣＴ活用 等） 

③単位制度の実質化 （授業時間外学修、履修キャッフﾟ制、１５週確保問題 等） 

④厳格な成績評価  （ＧＰＡ、進級要件、成績評価基準、ポートフォリオ 等） 

⑤教職員の意識改革・能力開発  （組織的なFD・SD、教職協働、学生による授業評価 等） 

 



 - 7 - 

第３日目 ９月２６日（木）                           

０９：００ 

 

～ 

 

１２：００ 

５．班別研修（２）～情報交換を含む～（180分） 

 

 

⇒ 前日に引き続き、共通協議課題をはじめとする協議・情報交換を行う（昨日と同会場）。 

 

― 途中適宜休憩 ― 

 《昼食・休憩 ６０分》 

１３：００ 

 

 

～ 

 

 

１４：１５ 

６．大学入学者選抜改革の諸動向～英語４技能評価、調査書等に係る見直しと大学教育を考える（仮題）（75分） 

   講 師：文部科学省高等教育局大学振興課大学入試室長   錦   泰 司  氏 

   講 師：文部科学省高等教育局高等教育企画課高大接続改革ＰＴ専門官    加 藤 善 一  氏 

 

 ⇒ 高大接続・大学入学者選抜改革が目前に迫る中で、制度構築に向けた動きが活発化している。大

学入学共通テストのスケジュールの全体像とともに英語４技能評価の検討状況、調査書等に係る見

直し（観点別評価、電子化問題）の問題などについて最新の動向を解説いただく。 

１４：１５ 

～ 

１４：２５ 

Ⅴ．閉  会 

 

以  上 
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